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豊年満作！
　地域の伝統行事として、地区内の戸
主たちが集って執り行われる高岡のオ
ビシャ。威勢のいい掛け声とともに“い
り花”が宙にまかれ、今年の豊作が祈願
されました。（1月20日・高岡コミュニ
ティセンターで）

主な内容

所得税の確定申告と
市・県民税の申告

成田市民農園利用者募集

保育園入園の2次受け付け
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所
得
税
の
確
定
申
告

作
成
・
相
談
の
特
設
会
場
は 

イ
オ
ン
ホ
ー
ル

　

所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
け
付
け

が
、
2
月
18
日（
月
）か
ら
3
月
17
日

（
月
）ま
で
行
わ
れ
ま
す（
土
・
日
曜
日

を
除
く
。
た
だ
し
、
2
月
24
日（
日
）と

3
月
2
日（
日
）は
受
け
付
け
ま
す
）。

　

成
田
税
務
署
で
は「
確
定
申
告
書
作

成
・
相
談
会
場
」を
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成

田
2
階
の
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
に
設
置
し
ま

す（
3
月
17
日
ま
で
）。

　

昨
年
ま
で
と
は
会
場
が
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
間
違
え
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
、
成
田
税
務
署
内
で
は

確
定
申
告
書
の
作
成
相
談
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
の
提
出
・
納
期
限

・
所
得
税
・
贈
与
税　

3
月
17
日（
月
）

・
個
人
消
費
税　

3
月
31
日（
月
）

　

申
告
会
場
は
、
3
月
に
な
る
と
大
変

込
み
合
い
ま
す
。早
め
に
準
備
を
し
て
、

な
る
べ
く
2
月
中
に
申
告
し
ま
し
ょ

う
。

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

申
告
書
な
ど
の
作
成
が
で
き
ま
す

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」で
作
成
し
、
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
て
そ
の
ま
ま
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら 

カ
ン
タ
ン
申
告

　

e
‐
T
a
x（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
作
成
し
た
申
告
書
デ
ー
タ
に

電
子
署
名
を
し
て
、
そ
の
ま
ま
送
信
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
高
5
、
0
0
0
円
の
税
額
控
除

　

本
人
の
電
子
証
明
書
を
添
付
し
て
申

告
す
る
と
、
最
高
で
5
、
0
0
0
円
の

税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
平
成
19
・
20
年
分
の
い
ず
れ
か
1
回
）。

申
告
は
早
め
に 

最
寄
り
の
会
場
で

申告はお早めに

所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
、
2
月
18
日（
月
）か
ら
3
月
17
日（
月
）ま
で
行
わ
れ
ま

す
。
申
告
会
場
は
3
月
に
な
る
と
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
準
備
を
し
て
、
な
る

べ
く
2
月
中
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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受付期日 会場 時間

2月18日（月）〜
3月17日（月）

（土・日曜日を除く。た
だし、2月24日（日）と
3月2日（日）は受け付
け）

市役所6階中会議室、
下総・大栄支所2階会
議室（所得税の確定申
告は税務署特設会場
を併せてご利用くだ
さい）

午前9時〜正午
午後1時〜 5時

＊�支所は、地区ごと
に指定された日に
受け付けをお願い
します。

2月26日（火） 保健福祉館

午前9時〜正午
午後1時〜 3時

27日（水） 八生公民館

28日（木） 豊住公民館

29日（金） 久住公民館

3月5日（水） 中郷公民館

6日（木）
三里塚コミュニティ

センター

7日（金） 公津公民館

添
付
書
類
が
提
出
不
要

　

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
な

ど
第
三
者
作
成
書
類
の
添
付
が
省
略
で

き
ま
す
。

還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

還
付
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
が
短
縮
さ

れ
ま
す（
通
常
6
週
間
が
3
週
間
程
度

へ
）。

※ 

く
わ
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ︵h
ttp://w

w
w
.n
ta.go

.jp

︶ま

た
は
成
田
税
務
署︵
☎
28
︲
5
1
5 

1
︶へ
。

市
・
県
民
税
の
申
告

市
役
所
と
市
内
各
地
区
の
会
場
で

　

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
2
月
1
日

か
ら
受
け
付
け
を
始
め
て
い
ま
す
が
、

18
日（
月
）か
ら
は
市
役
所
は
6
階
の
中

会
議
室
で
、
下
総
・
大
栄
支
所
は
こ
れ

ま
で
と
同
じ
2
階
会
議
室
で
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。

　

各
地
区
で
も
下
記
の
日
程
で
、
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
期
間
は
所
得
税
の
確
定
申
告
も

受
け
付
け
し
ま
す
。
成
田
税
務
署
が
開

設
す
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
内
の「
確

定
申
告
書
作
成
・
相
談
会
場
」（
特
設
会

場
）と
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市・県民税の申告と所得税の確定申告
　

農
業
所
得
や
営
業
所
得
の
あ
る
人

は
、
収
支
内
訳
書
を
必
ず
作
成
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
の
所
得

税
の
確
定
申
告
は
、
成
田
税
務
署
特
設

会
場
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

分
離
課
税
と
な
る
譲
渡
所
得
の
あ
る

人
・�

事
業
収
入
、
不
動
産
収
入
が
5
0
0

万
円
以
上
の
人

・
青
色
申
告
を
す
る
人

自
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
も 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
役
所
や
各
地
区
の
会
場
で
は
、
受

付
で
番
号
札
を
お
渡
し
し
ま
す
。
順
番

が
来
る
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

各
会
場
に
は
申
告
書
の
自
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※ 

く
わ
し
く
は
成
田
税
務
署︵
☎
28
︲

5
1
5
1
︶ま
た
は
市
税
務
課︵
☎

20
︲
1
5
1
3
︶へ
。

税
制
の
改
正
点
な
ど

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
、
所
得
税
だ
け

の
制
度
で
し
た
が
、
所
得
税
率
の
改
正

に
よ
り
所
得
税
額
が
減
少
す
る
結
果
、

控
除
額
が
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

く
な
っ
た
り
、
税
制
改
正
前
よ
り
控
除

し
き
れ
な
い
額
が
大
き
く
な
っ
た
り
す

る
と
い
う
よ
う
な
影
響
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
既
に
適
用
さ
れ
て
い
る

人
に
は
税
負
担
の
変
動
が
生
じ
な
い
よ

う
、
改
正
前
の
所
得
税
額
に
お
い
て
控

除
で
き
た
額
と
同
等
の
負
担
減
と
す
る

住
民
税
の
減
額
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
11
年
か
ら
18
年
ま
で
の
入
居
者

に
つ
い
て
、
今
回
の
改
正
に
よ
る
影
響

額
を
翌
年
度
の
住
民
税
所
得
割
か
ら
控

除
し
ま
す（
20
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で

の
適
用
と
な
り
ま
す
）。

　

た
だ
し
、
平
成
20
年
以
降
、
住
民
税

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る

た
め
に
は
毎
年
申
告
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

　

既
存
の
損
害
保
険
料
控
除
を
見
直

し
、
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
震
な
ど
の
損
害
で
生
じ
た
損
失
の

額
を
て
ん
補
す
る

保
険
契
約
な
ど
で

所
得
税
で
は
保
険

料
5
万
円
を
限
度

に
、
住
民
税
で
は

保
険
料
の
2
分
の

1（
2
万
5
千
円

を
限
度
）を
総
所

得
金
額
な
ど
か
ら
控
除
す
る
も
の
で

す
。
既
存
の
損
害
保
険
料
控
除
は
原
則

廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で

に
契
約
し
た
長
期
損
害
保
険
に
つ
い
て

は
、
従
前
ど
お
り
損
害
保
険
料
控
除
を

適
用
で
き
ま
す（
所
得
税
は
最
大
1
万

5
千
円
、
住
民
税
は
最
大
1
万
円
。
地

震
保
険
料
控
除
と
併
用
す
る
場
合
は
所

得
税
で
は
合
わ
せ
て
最
大
5
万
円
、
住

民
税
で
は
2
万
5
千
円
）。

平
成
19
年
の
所
得
が 

大
幅
に
減
額
と
な
っ
た
人
は

　

平
成
18
年
に
所
得
税
が
掛
か
っ
て
い

て
、
平
成
19
年
に
所
得
が
減
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
所
得
税
が
掛
か
ら
な
く
な
っ

た
人
は
、
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
住
民
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
市
税
務
課
へ
減
額
申
告
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い（
申
告
受
付
期
間
は
7

月
1
日
か
ら
31
日
ま
で
で
す
）。

※ 

く
わ
し
く
は
市
税
務
課︵
☎
20
︲
1 

5
1
3
︶へ
。
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　「30年ほど前、初めてオビシャに出たとき、杯を
置いてしまって追加で8杯飲んだことを思い出しま
す」。参加者の一人、秋谷順三さんが懐かしそうに
語るのは1月20日、共同利用施設で行われた「小泉
のオビシャ」。弘化年間（1844年〜1848年）には始
まっていたと伝えられる同地区のオビシャには、お
対座（酒の飲み交わし）の際、独自のルールが設けら
れています。それは自分のひげをなでてしまうと追
加で3杯、飲み干した後に杯を二人同時に置かない
と、先に置いてしまった人が追加で8杯飲まなけれ
ばいけないというもの。参加した地区の皆さんは「置
いてもいいぞ」「鼻の下に何か付いているぞ」と冗談
の飛び交う中、相撲になぞらえて前頭から順に杯に
注がれた濁り酒を飲み干していきました。

ひげなで3杯、置き8杯
小泉のオビシャ

お対座の結びになみなみにお酒を注がれる東西の横綱

　桜田にある日本自動車大学校のサーキット場で1月19日、「大栄地
区マラソン大会」が開催され、小学生の部からファミリーの部まで、
およそ200人が健脚を競いました。この日は冷え込みが一段と厳し
く、最高気温でも5度。「寒さに負けまい」と入念に体をほぐした選
手たちは、暖かい声援を力にゴールを目指し駆け抜けました。

息を弾ませ寒風を切る
大栄地区マラソン大会

声援を受けラストスパート

　この時期、市内各地で農作物の豊作を
祈ってオビシャ行事が行われます。下福田
では、地区内の21軒が参加し、今年は1月
19日に行われました。以前は、1月20日
に、前年の当番の家でご神体の受け渡しを
行い、その年の当番の家へ向かう習わしで、
それぞれの家ではフナのつみれなどを肴

さかな

に
用意したそうです。地区住民の勤務などの
関係から、1月20日に近い週末に変更され、
集会所で神事が行われるなど、簡略化され
てきてはいますが、今でも地区の大事な行
事として受け継がれています。今年の当番
として、ご神体を預かった小川重敏さんは
「一年間大事にお守りします」と話していま
した。

のぼりを立てて
ご神体の受け渡し

下福田のオビシャ

列を組んで当番の家へ

集会所前にはのぼ
りがはためいて
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　地域のお年寄りとの交流を目的として、恒例と
なっている「ふれあいまつり」が1月26日、滑河小学
校で行われました。同小学校の児童と地域の老人ク
ラブが一緒になって、百人一首・けん玉・羽子板・
缶積み・じゃんけん列車などさまざまな遊びを体
験。合い間合い間には、滑河の昔話や最近の流行の
話に花が咲きました。お昼は待ちに待ったもちつき
が。何とこのもち米、5年生が地域の人たちの協力
を得て、栽培し収穫したものだそう。それをみんな
で協力してついたのだからおいしいこと間違いなし
です。6年生の塚本康さんは「もちつきは毎年やっ
ているけど、みんなに見られているので緊張して失
敗してしまいました」とはにかみながら話してくれ
ました。

あちらこちらに咲いた
まぶしい笑顔

滑河小学校ふれあいまつり

　観光ガイドに掲載するイラストの作成のため、佐倉
市在住のタレントで同市のガイドマップでもイラストを
描いたことのある車だん吉さんが1月28日、成田山の表
参道を訪れました。車さんは沿道にある酒蔵や土産物
店でお店の人から説明を受けたり、カメラに収めたり
して参道の様子を取材。このガイドは本市を含めた北
総地域の自治体・観光協会などで構成する北総観光連
盟が作成するもので、4月ごろに発行される予定です。

表参道の様子を
イラストに

車だん吉さんが街並みを散策

テンポよく振り上げ、振り下ろす。きねの扱いも
お手のもの

どこまで積み上がるかな…

じゃんけん列車。負けた人
を後ろに引き連れ…最後に
勝ったのは左のおばあちゃ
んでした

お店の人の話に熱心に耳を傾ける車さん
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ど
の
保
温
材
で
保
護
す
る
の
が
一
番

で
す
。
特
に
、
屋
外
に
露
出
し
て
い
る

水
道
管
は
次
の
よ
う
な
注
意
が
必
要
で

す
。凍

結
し
た
ら
、
水
道
管
に
直
接
熱
湯

を
掛
け
な
い
で
タ
オ
ル
や
布
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を

ゆ
っ
く
り
掛
け
る

破
裂
し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
の
バ
ル
ブ
を
回
し
て
水
を
止
め
、

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
連

絡
し
て
修
繕（
有
料
）す
る

※
く
わ
し
く
は
市
水
道
部︵
☎
22
︲
0 

2
6
9
︶へ
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

の
水
道
の
修
繕
に
つ
い
て
は
県
水

道
局
成
田
支
所︵
☎
27
︲
2
2
3
2
︶

へ
。

　

40
〜
74
歳
の
人
を
対
象
に
、
4
月
か

ら「
特
定
健
診
」と「
特
定
保
健
指
導
」が

始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
は「
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
」を
目
的
と
し
て
き
た
従
来
の
健

診
と
は
違
い
、病
気
を
未
然
に
防
ぐ「
早

期
介
入
・
行
動
変
容（
日
常
生
活
の
悪

習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
）」を
目
指
す
新

し
い
健
診
で
す
。

　

こ
の
健
診
で
は
、
病
気
に
な
る
前
に

「
病
気
に
な
り
そ
う
な
人
」を
見
つ
け
る

こ
と
が
主
な
目
的
と
な
り
ま
す
。
そ
の

目
安
に
な
る
の
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は

内
臓
の
周
り
に
脂
肪
が
た
ま
り
す
ぎ
て

お
腹
が
太
く
な
っ
た
状
態
に
加
え
、
高

血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
と
い
っ
た

危
険
因
子
が
二
つ
以
上
あ
る
状
態
を
い

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
将
来
的
に

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
を
起
こ

し
や
す
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。

ど
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
各
医
療
保

険
者
が
実
施
主
体
と
な
り
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

主
体
と
な
り
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課︵
☎
20
︲

1
5
2
6
︶へ
。

　

農
業
用
施
設
の
用
排
水
路
な
ど
に
お

け
る
人
身
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
休
日
な
ど
は
幼
児
・
児
童
の
水
難

事
故
が
多
発
し
て
お
り
大
変
危
険
で

す
。

　

用
排
水
路
や
水
門
、
揚
排
水
機
場
な

ど
で
子
ど
も
た
ち
が
遊
ば
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課︵
☎
20
︲
1 

5 

4 

2
︶へ
。

　

毎
年
、
国
民
の
1
0
0
人
に
1
人
が

交
通
事
故
に
よ
り
死
傷
し
て
お
り
、
事

検
査
内
容
と
実
施
主
体
が

変
わ
り
ま
す

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

故
の
な
い
社
会
を
求
め
る
声
は
依
然
と

し
て
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
内
閣
府
は
平
成
20
年
の
新
た

な
国
民
運
動
と
し
て
、
2
月
20
日
と
4

月
10
日
を「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指

す
日
」と
決
定
し
ま
し
た
。

　

自
動
車
だ
け
で
な
く
自
転
車
や
歩
行

者
ま
で
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

を
実
践
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課︵
☎
20
︲

1
5
2
7
︶へ
。

　

寒
く
な
る
と
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が

出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

凍
結
を
防
ぐ
に
は
布
・
フ
ェ
ル
ト
な

　

特
定
健
診
で
は
、
腹
囲
測
定
な
ど
の

検
査
を
通
じ
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
該
当
者
や
予
備
群
を
発
見
。

健
診
結
果
か
ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
生
活

習
慣（
運
動
や
食
生
活
な
ど
）の
改
善
を

し
て
い
け
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
保
健

指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。

加
入
状
況
に
よ
り

実
施
主
体
が
異
な
り
ま
す

　

特
定
健
診
・
保
健
指
導
は
、
各
被
保

険
者
・
被
扶
養
者（
家
族
）が
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
者（
市
町
村
国
保
、
健

保
組
合
、
共
済
組
合
、
国
保
組
合
、
政

府
管
掌
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
な
ど
）が
主
体
と
な
っ
て
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

成
田
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人（
妊

産
婦
、
そ
の
ほ
か
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
人
は
除
く
）は
、
市
が
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

各
種
健
康
保
険
組
合
や
共
済
組
合
な

農
業
用
施
設

付
近
で
は

遊
ば
な
い
で

交
通
マ
ナ
ー
の
意
識
向
上

2
月
20
日
は

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

冬
季
の
水
道

水
道
管
の
凍
結
に
は

十
分
気
を
付
け
て

広報なりた2008.2.15 �



　

冬
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
増
大
し

ま
す
。
普
段
以
上
に
省
エ
ネ
に
心
掛
け

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

冬
の
省
エ
ネ

暖
房
は
、
室
温
20
度
以
下
を
目
安
に

温
度
調
節
を
し
ま
し
ょ
う

不
必
要
な
暖
房
機
器
の
使
用
は
控

え
ま
し
ょ
う

こ
ま
め
に
省
エ
ネ
し
ま
し
ょ
う

冷
蔵
庫
内
は
季
節
に
合
わ
せ
て
温

度
調
整
を
行
い
、
も
の
を
詰
め
込

み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

長
時
間
使
わ
な
い
電
気
製
品
の
プ

ラ
グ
は
、
こ
ま
め
に
抜
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

事
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

お
風
呂
は
間
隔
を
置
か
ず
に
入
る

よ
う
に
し
、
で
き
る
だ
け
追
い
焚

き
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

※
く
わ
し
く
は
環
境
計
画
課︵
☎
20
︲

1
5
3
3
︶へ
。

　

次
に
掲
げ
る
都
市
計
画
の
変
更
が
告

示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
関
係
図
書
を
縦

覧
し
て
い
ま
す
。

内
容
＝
成
田
都
市
計
画
区
域
区
分
の
変

更（
県
決
定
）、
成
田
・
下
総
・
大

栄
各
都
市
計
画
区
域
の
航
空
機
騒

音
障
害
防
止
地
区
及
び
防
止
特
別

地
区
の
変
更（
県
決
定
）、
成
田
・

大
栄
各
都
市
計
画
道
路
の
変
更（
県

決
定
）、
成
田
都
市
計
画
市
場
の
変

料
理
の
下
ご
し
ら
え
に
電
子
レ
ン

ジ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

テ
レ
ビ
を
つ
け
た
ま
ま
ほ
か
の
用

更（
市
決
定
）

場
所
＝
市
都
市
計
画
課（
市
役
所
5

階
）、
県
都
市
計
画
課（
県
庁
7
階
・

県
決
定
分
の
み
）

※
く
わ
し
く
は
市
都
市
計
画
課︵
☎

20
︲
1
5
6
0
︶ま
た
は
県
都
市

計
画
課︵
☎
0
4
3
︲
2
2
3
︲

3
1
7
0
︶へ
。

対
象
＝
市
内
で
1
年
以
上
同
一
事
業
を

営
む
中
小
企
業
の
経
営
者

資
金
の
種
類
と
限
度
額

設
備
資
金
…
3
、
0
0
0
万
円

運
転
資
金
…
1
、
5
0
0
万
円

�

零
細
企
業
向
け
資
金（
運
転
・
設
備
）

…
7
5
0
万
円

季
節
資
金
…
3
0
0
万
円

利
率︵
年
利
︶

設
備
・
運
転
・
零
細
企
業
向
け
資
金

･
1
年
以
内
…
2
・
6
％

･
1
年
を
超
え
3
年
以
内
…
2
・
9
％

･
3
年
を
超
え
5
年
以
内
…
3
・
0
％

･
5
年
を
超
え
10
年
以
内
…
3
・
2
％

季
節
資
金

･
6
カ
月
以
内
…
2
・
5
％

利
子
補
給
率
＝
年
2
・
4
％

※
く
わ
し
く
は
商
工
課︵
☎
20
︲
1 

6 
2 

2
︶へ
。

　

空
き
地
の
雑
草
を
伸
び
放
題
に
し
て

お
く
と
、
ご
み
の
捨
て
場
所
に
さ
れ
た

り
、
害
虫
類
の
発
生
原
因
と
な
り
、
周

囲
に
大
変
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
通
行
の
障
害
や
火
災
の

原
因
と
な
り
、
他
人
に
思
わ
ぬ
被
害
を

及
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
条
例
に
よ
り
、
空
き
地
の
適

正
管
理
を
定
め
て
い
ま
す
が
、
所
有
者

も
周
囲
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
早
め

に
草
を
刈
る
な
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た

土
地
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
草
刈
機
を
無
料（
刈
刃
と
燃

料
は
個
人
負
担
）で
貸
し
出
し
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課︵
☎
20
︲

1
5
3
2
︶へ
。

室
温
は

20
度
以
下
を
目
安
に

冬
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

都
市
計
画
の
変
更

関
係
図
書
を

縦
覧
し
て
い
ま
す

成
田
市
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度

運
転
資
金
や

設
備
資
金
な
ど
に

空
き
地
の
管
理

所
有
者
は

し
っ
か
り
と
管
理
を

（1月16日〜31日）

市 長 日 誌

成田市まちづくり茶論であいさつする
小泉市長

16日� �成田線沿線首長・地元県議会議員
懇談会

17日� 成田商工会議所新春賀詞交歓会
18日� 成田市民生委員推薦会
� ��（仮称）成田新産業パークヤマサ成

田工場造成事業説明会
19日� 市民活動フェスタ
20日� 池坊成田市支部新春初生け式
21日� ��「成田市の防犯への協力に関する覚

書」調印式
22日� �県道成田神崎線整備促進期成同盟

要望活動
� 成田支部保護司会受賞者祝賀会
24日� 成田市まちづくり茶論
25日� �北千葉道路建設促進期成同盟特別

講演会
26日� 中台ふれあい文化祭
27日� 橋賀台1丁目集会所竣工式
28日� 千葉県市長会定例会・職員表彰式
29日� 成田法人会新春賀詞交歓会
30日� 成田国際空港都市づくり推進会議

� 広報なりた2008.2.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
容
器
は
、
中
身
を
空

に
し
て
ご
み
に
出
さ
な
い
と
、
収
集
の

と
き
や
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
お
よ
び
伊

地
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る

と
き
、
爆
発
事
故
や
火
災
な
ど
の
発
生

原
因
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
発
生
す
る
と
、

そ
こ
で
働
く
人
の
安
全
が
損
な
わ
れ
る

と
と
も
に
、
機
械
が
破
損
し
た
場
合
に

は
そ
の
修
繕
に
多
額
の
費
用
と
日
数
を

要
し
、
そ
の
間
の
ご
み
処
理
機
能
の
一

部
あ
る
い
は
全
部
が
停
止
す
る
な
ど
の

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

は
、
ガ
ス
な
ど
の
内
容
物
を
使
い
切
っ

て
穴
を
開
け
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
容
器

は
中
身
を
空
に
し
て
栓
を
開
け
た
ま
ま

か
、
上
ぶ
た
を
取
っ
て「
金
物
・
陶
磁

器
類
」（
黄
色
の
指
定
袋
）に
、
下
総
・

大
栄
地
区
は「
ビ
ン
・
カ
ン
」（
黄
色
の

指
定
袋
）に
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
収
集
日

の
午
前
8
時
30
分
ま
で
に
集
積
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。ガ
ス
ボ
ン
ベ（
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
用
を
除
く
）や
消
火
器
は
、

市
で
は
処
理
で
き
ま
せ
ん
の
で
購
入
し

た
販
売
店
や
専
門
の
業
者
に
処
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
の
適
正
な
処
理
に
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課︵
☎

20
︲
1
5
3
0
︶へ
。

　
「
都
市
基
本
計
画
」の
策
定
に
あ
た
り

実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結

果
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

意
見
募
集
期
間
＝
平
成
19
年
11
月
1
日

〜
30
日

実
施
方
法
＝「
広
報
な
り
た
」11
月
1
日

号
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募

集
記
事
を
掲
載
、
案
の
閲
覧
場
所

に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

提
出
さ
れ
た
意
見
＝
総
数
3
通（
う
ち

直
接
持
参
2
通
、
F
A
X
1
通
）

　

提
出
さ
れ
た
意
見
と
、
意
見
に
対
す

る
市
の
見
解
に
つ
い
て
は
都
市
計
画
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.

narita.chiba.jp/sosiki/toshikei/
index.htm

l

）ま
た
は
都
市
計
画
課（
市

役
所
5
階
）、
行
政
資
料
室（
市
役
所
1

階
）に
あ
る
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
都
市
計
画
課︵
☎
20
︲

1
5
6
0
︶へ
。

　

公
共
下
水
道
の
利
用
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
以
前
か

ら
使
用
し
て
い
る
浄
化
槽
ト
イ
レ
や
く

み
取
り
便
所
を
、
公
共
下
水
道
に
直
接

流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
3

年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
こ

と
が
下
水
道
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
処
理
区
域
内
の
土
地
所
有
者
、

使
用
者
ま
た
は
占
有
者
は
、
な
る
べ
く

早
く
台
所
や
風
呂
、
洗
濯
な
ど
の
汚

水
・
雑
排
水
を
公
共
下
水
道
に
直
接
流

す
た
め
の
排
水
設
備
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
排
水
設
備
の
設
置
や
ト

イ
レ
の
水
洗
化
改
造
の
義
務
づ
け
を
す

る
こ
と
は
、
公
共
下
水
道
が
完
成
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
1
日
も
早
く
地
域
の
生

活
環
境
の
改
善
を
達
成
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
供
用
開
始
公
示
後
1

年
以
内
の
工
事
で
あ
れ
ば
、3�

0
、0
0
0

円（
公
示
後
1
年
を
超
え
3
年
以
内
の
工

事
で
あ
れ
ば
、
2�

5
、0
0
0
円
）の
改
造

資
金
を
助
成
、
ま
た
は
融
資
の
あ
っ
せ

ん
お
よ
び
利
子
補
給（
借
入
額
30
万
円
を

限
度
）を
し
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
下
水
道
課︵
☎
20
︲

1
5
5
3
︶へ
。

都
市
基
本
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
結
果
を
公
表
し
ま
す

必ず使い切った後、
着火部分を壊し、プ
ラスチックと金物に
分別してそれぞれの
ごみ袋へ

使い捨てライター

必ず中身を空にし、
栓を開けたままか、
上ぶたを取って材質
により分別して、そ
れぞれのごみ袋へ

ガソリン・灯油・
シンナーなどの容器

スプレー缶（カセッ
ト用コンロ・殺虫
剤・ヘアスプレー）

必ず使い切り、火気
のない風通しの良い
場所で穴を開けてか
ら「金物・陶磁器類」
（下総・大栄地区は
「ビン・カン」）のご
み袋へ

面倒でも必ず行って

納期内の納付にご協力をお願いします。

今月の納税

※�くわしくは①保険年金課（☎20-1526）、②介護保
険課（☎20-1545）、③資産税課（☎20-1514）へ。

①国民健康保険税（第8期分）

②介護保険料（第8期分）

③固定資産税・都市計画税（第4期分）

納期はいずれも2月16日（土）〜29日（金）です。
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毎日の生活の中で、疑問に思っていること、誰かに相
談したいと思っていることはありませんか。市など
では、そんなあなたの要望に応え、各種相談を行いま
す。相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日
ごろ感じている疑問や悩みを解消してみてはいかがで
すか。

困りごと・悩みごと相談室
心の健康、応援します

一人で悩んでいないで相談してみませんか？

相　談　日
相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民生活相談
（離婚・相続・相隣関係・金
銭貸借・売買など）

月・金曜日 9：00〜16：00 市役所2階市民相談室

市民支援課市民相談室
☎20-1507
※�裁判所で係争中の事件
は除きます。法律相談3
月分の予約は2月27日
（水）午前8時30分か
ら受け付けます。

法律相談
（予約制・市内在住の人）

水曜日 13：00〜16：00 〃

もめごと・なやみごと・苦
情相談（人権・行政相談）

2月26日（火） 10：00〜15：00 市役所2階201会議室

外国人相談（英語・中国語・
スペイン語・ポルトガル語）

2月22日（金） 13：00〜16：00 〃

税務相談 2月19日（火） 10：00〜15：00 市役所2階市民相談室

不動産相談 2月19日（火） 10：00〜12：00 市役所2階201会議室

市民よろず相談 2月16日（土） 13：00〜16：00 イオンモール成田
県行政書士会印旛支部
作田義美さん☎23-3286

税務支援センター（予約制） 2月27日（水） 10：00〜15：00
県税理士会成田支部
（飯田町157-4）

県税理士会成田支部
☎28-0931

司法書士法律相談 2月20日（水） 18：00〜20：00 保健福祉館
県司法書士会佐倉支部
石井滋さん☎20-1810

女性就業（内職）相談
（来所前に要電話）

水・金曜日 10：00〜16：00 市役所2階女性就業相談室
商工課
☎22-1111内線2728

高年齢者職業相談 月〜金曜日 8：30〜17：00 市役所2階高年齢者職業相談室
商工課
☎22-1111内線2729

消費生活相談 月〜金曜日 10：00〜16：00 消費生活センター（市役所2階）
消費生活センター
☎23-1161

年金相談 水曜日 10：00〜15：00 市役所1階相談室 保険年金課☎20-1526

交通事故相談 3月 4日（火） 10：00〜15：00 市役所4階402会議室 交通防犯課☎20-1527

心配ごと相談

木曜日 10：00〜15：00 保健福祉館
社会福祉協議会
☎27-7755

3月14日（金） 10：00〜15：00 下総地域福祉センター

2月15日（金） 10：00〜15：00 大栄地域福祉センター

酒害相談 2月21日（木） 9：00〜12：00 保健福祉館 〃

家庭児童相談 月〜金曜日 9：00〜16：00 市役所1階家庭児童相談室 児童家庭課☎20-1538

就学相談（予約制） 月〜金曜日 9：00〜17：30 成田市教育センター 教育センター☎20-2922

教育相談（予約制） 火曜日 9：00〜16：00 〃 〃

教育相談（不登校相談も） 月〜金曜日 9：00〜17：00 成田市ふれあいるーむ21 教育相談室☎22-5100
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掘り出しものを見つけよう
「リサイクル製品の販売」

受付日時＝2月21日（木）〜26日（火）�午
前9時〜午後5時

会場＝リサイクルプラザ
対象＝市内に住み、品物を持ち帰ること
ができる人（希望者には、建物1階ま
での運送を有料で行います）

価格＝5,000円以内
申込方法＝リサイクルプラザに備え付け
の申込用紙に記入（申し込み多数の場
合は抽選後、該当者にはがきで通知）
※くわしくはリサイクルプラザ（☎
36-1000、月曜日は休館）へ。

忘れずに請求してください
「第8回特別弔慰金」

　戦没者などの死亡当時の遺族で、平成
17年4月1日において、公務扶助料・遺
族年金などを受ける人がいない場合に、
特別弔慰金が支給されます。
　対象となる遺族でまだ請求していない
人は、社会福祉課へ問い合わせの上請求
してください。
給付内容＝額面40万円・10年償還の記
名国債

請求期限＝3月31日（月）
※くわしくは社会福祉課（☎20-1536）
へ。

観光キャンペーン
「早春ちばめぐり」

　昨年大好評だった観光PR事業「ちばデ
スティネーションキャンペーン」を引き
継ぎ、今年も全県キャンペーンを行いま
す。
期間＝3月31日（月）まで
市内開催の主な企画・催し物（問い合わ

せ先）
成田山新勝寺特別企画「写経体験」「成
田山開基1070年祭記念奉祝歌発表
会」（成田山新勝寺�☎22-2111）
仁勇蔵祭り（蔵祭り実行委員会�☎22-�
2662）
成田の梅まつり（（社）成田市観光協会
☎22-2102）
※くわしくは観光プロモーション課（☎
20-1540）へ。

催し物

暮らしのヒントに
「消費生活展」

　消費者の暮らしのヒントとなる手だて
や情報がいっぱいの消費生活展がボンベ
ルタ成田店で開催されます。
　「変えようくらし、守ろう環境」をテー
マに、23の団体が出展します。
日時＝2月23日（土）・24日（日）�午前10
時〜午後5時

会場＝ボンベルタ成田店本館4階催事場
※くわしくは商工課（☎20-1622）へ。

法律のプロがお応えします
「ヤミ金融、多重債務無料相談会」

　ヤミ金融被害や多重債務で困っている
人を対象に、弁護士・司法書士・警察な
どによる電話相談・面接相談会を行いま
す。専門家が的確なアドバイスをします
のでご安心ください。
日時＝2月17日（日）�午前10時〜午後4
時

会場＝市役所3階第2応接室
相談電話番号＝☎23-3220（当日のみ）
※面接相談は予約した人を優先して実施
します。くわしくは県県民生活課（☎
043-223-2794）へ。

お出掛けください
「シルバーいきいきフェスティバル」

　老人福祉センターを拠点に活動する
サークルが、練習の成果を発表します。
日時＝3月1日（土）�午前9時40分〜午後
3時

会場＝保健福祉館
内容＝各種ダンス・舞踊・コーラス・ハ
ンドベル・オカリナ・ハーモニカな
どの発表、茶席コーナー、絵手紙・
色鉛筆画・書・川柳などの展示

入場料＝無料
※くわしくは老人福祉センター（☎
26-0236、日曜日は休館）へ。

住民・企業・行政が協働
「印旛沼再生行動大会」

日時＝2月22日（金）�午後1時〜4時30分
会場＝佐倉市民音楽ホール
内容＝講演「かつての印旛沼を知ろう」、
印旛沼わいわい会議の内容発表、小
学生による環境学習の成果発表など

定員＝700人
印旛沼環境フェア
日時＝2月23日（土）�午前11時〜午後3
　時30分

会場＝御伊勢公園（佐倉市）
内容＝印旛沼流域写真展、NPO活動パ
ネル展、フリーマーケット、農産物
販売・試食など

※参加を希望する人は当日直接会場
へ。くわしくは県河川環境課（☎
043-223-3155）へ。

プロバンドによる演奏会
「シエナ・ドリーム・ブラスⅡ」

日時＝4月13日（日）�午後3時開演（開場
は30分前）

会場＝国際文化会館大ホール
入場料＝一般2,500円、高校生以下2,000
円（3歳以上有料、全席指定）

前売り開始日＝2月17日（日）
前売り所＝国際文化会館、ヨネダカメ
ラ本店、ボンベルタ成田店・イオン
モール成田の各サービスカウンター、
信水舎書店公津の杜店、イープラス、
チケットぴあ

※くわしくは国際文化会館（☎23-1331、
月曜日は休館）へ。

不要品情報コーナー

《譲ります》
有 償 製図台のドラフター 職業
用ミシン オートバイ（50CC）

無償 テレビ ガスレンジ
《探しています》
有 償 職業用または工業用ミシン

耕運機 スクーター キャン
ピングカー カヤック 電子ピ
アノ

無 償 車いす 花器 ビデオデッ
キ・カメラ（Hi8方式） ガスレン

ジ ビーチテーブル 自動洗濯機
おもちゃ（プラレール、トミカ

など）
※�家庭で眠っている不用品を譲りた
い人、中古品を譲り受けて有効利
用したい人はリサイクルプラザ（☎
36-1000、月曜日は休館）へ。
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伝言板

募　集

さまざまな視点からご意見を
「消費生活モニター」

　消費者の立場から、行政とのパイプ役
として活動していただきます。
応募資格＝市内に住む20歳以上の人で、
月1回のモニター会議に出席できる人

募集人数＝20人（応募者多数は選考）
任期＝1年（4月1日〜平成21年3月31日）
応募方法＝2月29日（金）までに申込書
（商工課にあります）を直接同課（市役
所4階）へ
※くわしくは同課（☎20-1622）へ。

2008キッズアントレプレナー
「春休み起業家体験」

期日＝3月22日（土）・23日(日)・29日
（土）・30日(日）（全4回）

会場＝中央公民館ほか
対象＝市内の小学5・6年生で全回参加
できる人

定員＝男女各12人（応募者多数は抽選）
申込方法＝3月14日（金）（必着）までに住
所・氏名・年齢・学校名・自宅の電
話番号・緊急連絡先電話番号・FAX番
号を（社）成田青年会議所事務局（FAX�
23-0123�Eメールnaritajc2008@ya�
hoo.co.jp）へ

※参加費は無料です。くわしくは同事務
局（☎23-1900、土・日曜日は休み）へ。

お知らせi
自宅前の除雪にご協力を

「雪の季節」

　雪道では歩行者の転倒、車両のスリッ
プ事故が心配されます。降雪の場合、市
ではバス通りなどの幹線道路と通学路か
ら除雪作業をしますので、集落や住宅地
内の除雪には時間を要することになりま
す。雪がやんだら自宅前の除雪にご協力
をお願いします。
※くわしくは道路維持課（☎20-1551）
へ。

お届けします
「広報なりた」

　市では「広報なりた」を新聞折り込みで
配布しています。新聞を購読していない
ため見ることができないという人には、
個別に配送しています。希望する人は、
住所・氏名を広報課までご連絡くださ
い。
※1冊で1年分の広報なりたを綴るこ
とのできるファイルを無料で配布し
ています。配布場所は市役所や公民
館などです。くわしくは広報課（☎
20-1503）へ。

縦覧します
「選挙人名簿と農業委員会委員選挙人名簿」

選挙人名簿
　平成20年3月2日現在の選挙人名簿を
次のとおり縦覧します。今回新しく登録
される人は、昭和63年3月2日までに生
まれた日本国民で、平成19年12月1日
までに成田市に住民登録をして、引き続
き3カ月以上住んでいる人です。
期間＝3月3日（月）〜7日（金）
時間＝午前8時30分〜午後5時30分
場所＝市選挙管理委員会（市役所4階）
農業委員会委員選挙人名簿
　平成20年1月1日現在の農業委員会委
員選挙人名簿を次のとおり縦覧します。
この名簿は同日現在で行った選挙資格の
調査に基づくものです。
期間＝2月23日（土）〜3月8日（土）
時間＝午前8時30分〜午後5時30分
場所＝市選挙管理委員会（市役所4階）
※くわしくは同委員会（☎22-1111�内
線3152）へ。

芸術や文化の振興に
「成田国際高校文化施設（ホール）開放」

期間＝4月〜9月の木・土・日曜日
対象＝芸術文化を振興することを目的と
した社会教育団体

使用料＝無料（冷暖房費は別途実費負担）
申込期間＝2月15日（金）〜22日（金）
（土・日曜日を除く）

申込方法＝申請書（成田国際高校にあり
ます）に必要事項を書いて同校へ

※くわしくは生涯学習課文化振興室（☎
20-1534）へ。

市ホームページでPRしませんか
「バナー広告」

掲載する場所＝市ホームページのトップ
ページ

掲載料＝30,000円（1枠当たり・月額）
規格＝縦60ピクセル×横150ピクセル
で4キロバイト以内

※くわしくは市ホームページ（http://
www.city.narita.chiba.jp）または広
報課（☎20-1503）へ。

改正されました
「最低賃金」

　県内すべての事業所で働く労働者
（パート・アルバイトを含む）に適用され
る「千葉県最低賃金」、および特定の業種
の事業所で働く労働者に適用される「産
業別最低賃金」が改正され、下表のとお
りとなりました。
　これらの最低賃金額には、精皆勤手
当・通勤手当・家族手当・賞与・時間外
手当・深夜手当などは含まれません。

※くわしくは千葉労働局労働基準部賃金
室（☎043-221-2328）または成田労
働基準監督署（☎22-5666）へ。

緑道はバイク禁止
　緑道は歩行者と自転車の専用道
路です。バイクの乗り入れは禁止で
すので、絶対にやめましょう。

千葉県最低賃金 706円

産
業
別
最
低
賃
金

調味料製造業 785円

鉄鋼業 819円

一般機械器具製造業 805円

電子機械器具、情報通信
機械器具、電子部品・デ
バイス製造業

803円

精密機械器具製造業 788円

各種商品小売業 767円

自動車（新車）小売業 799円
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公民館で異文化コミュニケーション
「日本語教室 ボランティア講師」

応募資格＝市内在住の成人（講師資格は
不要）

内容＝市内や近隣市町村在住の外国人に
初級程度の日本語を教え、日本の文
化や習慣を紹介し相互理解を深める

日時＝毎土曜日�午後7時〜9時
会場＝遠山公民館
※交通費・謝礼などの支給はありません。
くわしくは中央公民館（☎27-5911、
第1月曜日は休館）へ。

野菜作りを楽しもう
「成田市民農園」

　市では、4月
からの市民農
園の新規利用
者を募集しま
す。年間を通
して、土と親
しみ野菜や花
の栽培を体験
してみません
か。
対象＝市内在住の人
所在地＝十余三68-48
定数＝9区画（応募者多数は抽選）
面積＝1区画30㎡
利用料金＝年間5,000円
申込方法＝3月3日（月）（当日消印有効）ま
でに、はがき（1世帯1枚に限る）に住所・
氏名・年齢・電話番号、「市民農園申し
込み」と書いて農政課（〒286-8585�花
崎町760）へ
※くわしくは同課（☎20-1542）へ。

万能調味料作りにチャレンジ
「お味噌作り教室」

日時＝3月14日（金）�午後1時〜4時
会場＝中央公民館調理室
内容＝味噌作りを体験し学ぶ
対象と定員＝成人・15人（先着順）
参加費＝1,000円（材料費）
持ち物＝エプロン、三角巾、味噌（2㎏）
を持ち帰るための容器
※申し込みは午前9時〜午後5時に中央
公民館（☎27-5911、第1月曜日は休
館）へ。

不要な布を再利用してエコ活動！
「リサイクル布草履作り教室」

日時
Aコース…3月6日（木）・7日（金）（全2
回）�午後1時〜4時30分
Bコース…3月18日（火）・19日（水）
（全2回）�午前9時〜午後0時30分

会場＝中央公民館
定員＝各15人（応募者多数は抽選）
参加費＝100円（教材費）
持ち物＝布（木綿）、はさみ
申込方法＝2月25日（月）（必着）までに、
往復はがきに住所・氏名（フリガナ）・
年齢・電話番号・希望するコースを
書いて中央公民館（〒286-0017�赤
坂1-1-3）へ
※くわしくは同館（☎27-5911、第1月
曜日は休館）へ。

ママと一緒に
「ベビー・ヨーガ教室」

日時＝3月4日・11日・18日の火曜日（全
3回）�午前10時30分〜11時30分

会場＝中郷公民館
内容＝親子で楽しむ優しいヨーガ
対象＝3カ月〜1歳の赤ちゃんと母親（2人で
1組、10月の加良部公民館でのベビー・
ヨーガ教室受講者の参加は不可）

定員＝15組（先着順）
参加費＝1,050円（教材費）
※3人での参加はできません。申し込み
は午前9時〜午後5時に中郷公民館（☎
22-4614、月曜日は休館）へ。

成田を制するものは東部五市を制す
「春季バレーボール大会」

　東部五市体育大会選考会を兼ねて行い
ます。
期日＝3月23日（日）
時間＝午前9時から
会場＝市体育館アリーナ
競技方法＝一般男・女6人制によるトー
ナメント方式

参加費＝1チーム3,000円
※組み合わせ抽選は市バレーボール協会
で行い、後日代表者に抽選結果を送
付します。申し込みは3月7日（金）ま
でに市体育協会事務局（生涯スポーツ
課・☎20-1584）へ。

あなたを必要とする児童生徒がいます
「特別支援教育支援員」

応募資格＝小学校または中学校教員免許
を持つ人

募集人数＝10人
業務内容＝小中学校の通常学級に在籍す
る発達障がいのある児童生徒に対す
る支援

採用期間＝4月1日〜平成21年3月31日
勤務日時＝週5日（学校休業日を除く）�午
前8時〜午後4時15分

勤務場所＝市内小中学校
時給＝1,300円
応募方法＝2月29日（金）（必着）までに、
写真を貼った履歴書を直接または郵
送で市教育センター（〒286-0033�
花崎町143-6）へ

※面接は3月上旬に行います。くわしく
は同センター（☎20-2922）へ。

資格を生かしませんか
「図書館司書」

応募資格＝司書資格を持ちパソコンの操
作ができる、心身ともに健康な人

募集人数＝2人
業務内容＝図書の整理およびカウンター
業務全般

採用期間＝4月1日〜平成21年3月31日
勤務日時＝月14日以内、午前8時30分
〜午後5時15分（月に2・3日程度午後
7時15分までの勤務あり）

勤務場所＝市立図書館
時給＝970円
応募方法＝2月29日（金）（必着）までに、
写真を貼った履歴書を直接または郵
送で市立図書館（〒286-0017�赤坂
1-1-3）へ

※くわしくは同館（☎27-4646、月曜日
は休館）へ。
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市勢要覧2007

　市勢の現況を写真・統計資料な
どで紹介する「市勢要覧」（2007年度
版）を発行し、下記の場所で有料頒
布しています。
価格＝1部1,200円
頒布場所＝行政資料室（市役所1階）、
下総・大栄支所

※くわしくは広報課（☎20-1503）へ。
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伝言板

男女共同参画計画
「懇話会委員と推進員」

　市では、あらゆる場に男女が参画し協
働するまちづくりを推進しています。「成
田市男女共同参画計画」推進のために意
見・助言する「懇話会委員」と、男女共同
参画に関する講座を企画・運営する「推
進員」を募集します。
男女共同参画計画推進懇話会委員
応募資格＝市内在住・20歳以上で、男
女共同参画社会の実現に関心があり
年数回の会議に出席できる人

募集人数＝2人（応募者多数は選考）
任期＝2年（4月1日〜平成22年3月31
日）

男女共同参画推進員
応募資格＝市内在住・20歳以上で、各
種講座の企画・運営に年10回程度参
加できる人

募集人数＝10人（応募者多数は選考）
任期＝1年（4月1日〜平成21年3月31
日）

応募期限＝2月29日（金）（必着）
応募方法＝履歴書（各種社会活動経験な
どがあれば記入）と次のテーマについ
てまとめたものを、直接または郵送
で企画課（市役所3階�〒286-8585�
花崎町760）へ
男女共同参画計画推進懇話会委員…
「男女共同参画社会の実現」（800字程
度）
男女共同参画推進員…「わたしが目指
す男女共同参画」（400字程度）
※くわしくは企画課（☎20-1500）へ。

初心者も安心して参加できます
「古文書から成田の歴史を学ぶかい」

　古文書を通じて、成田の歴史をひも解
いていきます。
日時＝3月3日（月）�午後2時〜4時
会場＝生涯大学校（囲護台）
講師＝小倉博さん（成田山霊光館職員）
※参加費は無料です。申し込みは生涯学
習課文化振興室（☎20-1534）へ。

布草履作りに挑戦してみませんか
「リサイクル教室」

日時＝3月8日（土）�午後1時〜4時
会場＝リサイクルプラザ2階学習室
定員と参加費＝15人（応募者多数は初心
者優先で先着順）・無料

持ち物＝木綿の布切れ�（5cm×80cm）�
50本、はさみ、裁縫道具
※申し込みはリサイクルプラザ（☎36-�
1000、月曜日は休館）へ。

その疑問スッキリさせませんか
「ふれあい講座 園芸教室」

日時＝3月2日（日）�午後2時〜3時30分
会場＝美郷台地区会館
テーマ＝「園芸Q&A〜皆さんからの質問
にお答えします〜」

講師＝中嶋滋男さん（君津農林振興セン
ター職員）

定員と参加費＝40人（先着順）・無料
※申し込みは美郷台地区会館（☎
24-4352、月曜日は休館）へ。

えほんとあそぼう
「2・3歳のおはなし会」

日時＝2月27日（水）�午前11時30分〜正午
会場＝下総公民館
対象と参加費＝2・3歳児と保護者・無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは市立図書館（☎27-4646、
月曜日は休館）へ。

高齢者とふれあって働きませんか
「老人福祉センター臨時職員」

募集人数＝2人
業務内容＝受付事務、館内外の清掃管理
など

採用期間＝4月1日〜平成21年3月31日
勤務日時＝日曜日を除く午前8時30分
〜午後5時（土曜日は午後0時30分ま
で）・交代で勤務

勤務場所＝老人福祉センター
時給＝790円
応募方法＝2月29日（金）（必着）までに、
写真を貼った履歴書を直接または郵
送で高齢者福祉課（市役所議会棟1階�
〒286-8585�花崎町760）へ

※くわしくは同課（☎20-1537）へ。

栄養士を対象に
「健康増進課臨時職員」

応募資格＝栄養士免許を持つ人
募集人数＝1人
業務内容＝栄養相談、栄養教室などの栄
養業務全般

採用期間＝4月1日〜平成21年3月31日
勤務日時＝祝日を除く月〜金曜日の午前
8時30分〜午後5時

勤務場所＝保健福祉館
時給＝1,000円
応募方法＝3月10日（月）（必着）までに、写
真を貼った履歴書を直接または郵送で
健康増進課（保健福祉館内�〒286-0017�
赤坂1-3-1）へ
※くわしくは同課（☎27-1111）へ。

フィルムカメラを使いこなす
「写真技術講習会（撮影編）」

日時＝3月15日（土）�午後1時〜4時
会場＝視聴覚サービスセンター（市立図
書館2階）

内容＝フィルムカメラの撮影技術を学ぶ
対象＝市内在住の人
定員と参加費＝10人（先着順）・無料
※申し込みは視聴覚サービスセンター
（☎27-2533、月曜日は休館）へ。

募　集

成田市ホームページで
「広報なりた（PDF版）」が閲覧できます

ホームページアドレスは
http://www.city.narita.chiba.jpです。

お気に入りの柄で

1� 広報なりた2008.2.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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●母親学級（予約制）…主に初めて母親になる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその家族が対象
　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●新生児訪問…生後28日以内の赤ちゃんが対象
　※希望する人は赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手帳別冊1）を送付。
●ポリオの予防接種…生後3～90カ月未満の乳幼児が対象
　期日＝3月3日（月）・5日（水）　受付時間＝午後1時15分〜2時
　※問診票と母子健康手帳を持参。

日曜祝日診療機関

※来診前に電話で症状を連絡してください。健康保険証を忘れずに。

☎27-1116／赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内） 　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。
成田病院（押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（ウイング土屋・☎23-8070）
大田クリニック
（午後1時まで・ウイング土屋・☎23-2100）
なのはなクリニック（午前中・吉岡・☎49-0533）

急病診療所

▼一般健康相談 期日 時間 相談を受ける人

健康相談（医師は予約制） 2月20日（水） 午後1時15分〜1時45分 医師・保健師・歯科衛生士・栄養士

歯の健康相談 3月 5日（水） 午後1時30分〜2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制） 2月27日（水） 午後1時30分から カウンセラー・保健師

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象

4カ月児育児相談 2月21日（木）

午前9時〜9時30分
午後1時〜1時30分

平成19年10月生まれ

10カ月児育児相談 2月20日（水） 平成19年 4月生まれ

1歳6カ月児健診 3月 6日（木） 平成18年 8月生まれ

3歳児健診 2月28日（木） 平成16年 8月生まれ

2歳児歯科健診 3月13日（木） 午後1時〜1時30分 平成17年 8月生まれ

からだの発達相談（予約制） 3月13日（木） 午後1時30分〜2時30分
身体・運動面など体の発達に心配の
ある乳幼児

こころの発達相談（予約制）

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）、保健福祉館下総分館（☎96-1108）・大栄分館（☎
73-6881）へ。電話やFAX（27-1114）で健康に関する相談なども受け付けしています。
＊相談の日程は、医師などの都合により変更となる場合があります。

保育園名 電話番号 期日 保育園名 電話番号 期日
＊松　崎 26-8282 2/15（金）、3/7（金）・21（金） 　赤　荻 24-0752

毎日
（土・日・祝日を除く）

　中　台 27-9023 2/20（水）、3/5（水）・19（水） ＊大　栄 73-3000
　新　山 28-2527 2/21（木）、3/6（木） ＊宗　吾 26-2472
　長　沼 37-0005 2/22（金）、3/14（金） ＊公津の杜 29-6551
　加良部 26-3010 2/19（火）、3/4（火）・18（火） ＊月かげ 96-0531
　玉　造 26-8889 2/28（木）、3/13（木） ＊三里塚第一 35-0165

一時保育のみ
＊吾　妻 27-5773 2/27（水）、3/12（水）・26（水） ＊三里塚第二 35-0081
　橋賀台 28-0676 2/26（火）、3/11（火）・25（火） ＊成　田 22-0856
＊高　岡 96-0042 2/27（水）、3/12（水）・26（水） ＊つのぶえ 22-0867
　小御門 96-2362 2/21（木）、3/6（木）

　このコーナーの問い合わせは各保育園
か児童家庭課（☎20-1538）へ。赤荻・大
栄・宗吾・公津の杜保育園以外は予約が必
要です。
＊は一時保育あり（要予約）
時 間＝午前10時〜11時（赤荻は午前9時
〜午後0時15分、大栄は午前9時30分
〜午後4時30分、宗吾は午前9時〜午後
4時、公津の杜は午前9時30分〜午後3
時、月かげは午前9時30分〜11時）

保 育 園 開 放 日

診療
科目 診療日 診療時間

内科
小児科 毎日 午後7時〜午後11時

外科 日曜日・祝日 午前10時〜午後5時

歯科 日曜日・祝日 午前10時〜午後5時
午後7時〜午後11時

冬は血液が不足します。献血にご協力をお願いします。
県内の主な献血ルーム
◦�津田沼献血ルーム（JR津田沼駅北口前　津田沼ビ
ル4階・☎047-493-0322）
◦�モノレールちば駅献血ルーム（千葉都市モノレール
千葉駅構内・☎043-224-0332）

2月は「千葉県献血推進強調月間」です

今月はありません
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福祉と健康
3月4日に市役所で

保育園入園の2次受け付け

　市内の保育園では、4月からの入園希望
者の2次受け付けを行います。申請書は児
童家庭課（市役所議会棟1階）、下総・大栄
支所福祉課、各保育園で配布しています。
日時＝3月4日（火）�午前9時〜11時30
分、午後1時30分〜4時

会場＝市役所6階大会議室
対象＝第1次受け付け（1月7日〜10日）
以降に市内へ転入した人、都合によ
り受け付けできなかった人

入園基準＝市内に住み、保護者が仕事や
病気などにより、乳幼児の保育に当
たれない場合（ただし、保護者以外で
保育のできる人がいる場合を除く）

定員＝第1次受け付けの欠員分
※5月以降の入園については、入園を希望
する月の前月に児童家庭課（☎20-15�
38）または各保育園で受け付けをしま
す。くわしくは児童家庭課へ。

見直そう、ライフスタイル
楽しい健康クッキング（けんこう座談会）

　生活習慣病の予防のためには、食事は
大切な要素の一つです。バランスの良い
食事をみんなで作りながら、自分の健康
を見直してみませんか。日ごろ料理をす
る機会の少ない人の参加もお待ちしてい
ます。
日時＝3月12日（水）�午前10時〜午後2
時（受け付けは午前9時45分から）

会場＝保健福祉館
内容（※は希望者）
健診結果の見方について
みんなで調理実習「一食分の食事量は
どのくらい？」
わが家の味噌汁の塩分測定※
血圧測定※
健康相談※

定員＝30人（先着順）
参加費＝500円（材料費）
持ち物＝成人検診結果票など自身の健康
状態が分かるもの、エプロン、三角巾、
健康手帳（持っている人）、塩分測定
希望者は自宅の味噌汁の汁のみ少量
※申し込みは3月7日（金）までに健康増
進課（☎27-1111）へ。

軽スポーツを楽しもう
在宅介護者の集い

　ビーンボウリングやディスゲッターな
どのミニゲームを行って、心身ともにリ
フレッシュしませんか。
日時＝3月5日（水）�午前10時〜正午
会場＝保健福祉館多目的ホール
対象＝市内在住で在宅介護をしている人
定員と参加費＝20人（先着順）・無料
※申し込みは社会福祉協議会（☎27-�
　7755）へ。

福祉のやりがい・楽しさを
福祉・介護実習セミナー

日時＝2月29日（金）�午後1時〜4時
会場＝加良部公民館
内容
福祉職場と今後の方向性
�・基本姿勢について　・職場状況説明
�・求められる人間像　・必要な資格は
�・業界の状況と今後の動き
介護体験（現場従業員による直接指導）

講師＝竹内淳さん（社会福祉法人誠友会
総合事業推進室長）

定員と参加費＝30人（先着順）・無料
※申し込みはハローワーク成田事業所援
助部門（☎27-8609）へ。

早めに受けて予防を
麻しん風しん予防接種

　国は平成24年度までに麻しんを排除
することを目標としています。
　麻しんと風しんはどちらも乳幼児期に
かかると重くなりやすく、感染力が極め
て強い病気です。対象年齢になったら早
めに予防接種を受けましょう。
麻しん風しん予防接種対象年齢

　麻しんと風しん、どちらか一方にか
かった場合はかかっていない方のワクチ
ンを接種することができます。
　定期予防接種の対象者には問診票を送
付しています。転入などで問診票がない
人はお問い合わせください。
※保護者以外の人が引率をする場合は委
任状が必要です。書き方などについ
てはお問い合わせください。くわし
くは健康増進課（☎27-1111）へ。

母子・父子家庭の人に
入学および就職祝い金

　母子・父子家庭の子ども（父母がいな
い場合を含む）が小中学校、高校などに
入学するとき、または中学校を卒業して
直ちに就職するときに祝い金を支給しま
す。3月1日現在、成田市に住民登録が
あり、引き続き居住予定の人が対象です。
金額＝該当児童・生徒1人につき8,000円
申請方法＝3月10日（月）（必着）までに、
申請書などの必要書類を児童家庭課
（市役所議会棟1階）または下総・大栄
支所福祉課へ

※くわしくは児童家庭課（☎20-1538）へ。

第1期 1歳〜2歳未満
第2期 小学校就学前年度

【不妊相談】
期日＝2月19日（火）、3月18日（火）
時間＝午後1時30分〜4時
会場＝印旛保健所（佐倉市）
対象＝不妊で悩む夫婦など
内 容＝不妊に関する医療面・精神面で
の相談、治療に関する情報提供など

相談担当＝医師・助産師・保健師
【療育相談】
期日＝2月20日（水）、3月19日（水）
受付時間＝午後2時30分〜3時
会場＝印旛保健所（佐倉市）
対 象＝整形外科的な心配ごとに関する
相談を希望する児童とその保護者

相談担当＝整形外科専門医・保健師
持ち物＝母子健康手帳、おむつなど
※�相談は無料・予約制です（不妊相
談は2日前までに予約）。申し込
みは印旛保健所地域保健福祉課
（☎043-483-1134）へ。

保健所からのお知らせ

広報なりた2008.2.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です1�
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成田市役所本庁舎（行政棟、議
会棟、消防本部、成田消防署）は
ISO14001の認証登録を受けて
います。

06ER・586

　2月の恒例行事「梅まつり」。今年は2

月10日〜3月9日に開催されますが、30年前の広報では「2

月19日〜3月21日」とあり、梅の開花が10日近く早くなっ

ていることが分かります。日常生活ではなかなか実感でき

ませんが、昔の花見の記録などを見るといつの間にか地

球温暖化が進んできていることが分かるはずです。懐かし

い写真を見ながら家族で話し合ってみてはいかがですか。
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「
成
男
、
利
根
の
土
手
が
、
一
日
一
日
と
緑
を
増
し
て
い
る
よ
。」

と
い
う
の
で
、
お
じ
い
さ
ん
と
利
根
川
へ
行
き
ま
し
た
。
土
手
へ
上
が
る
と
、
短
い
枯
れ
草
の

間
か
ら
、
青
い
芽
が
も
え
出
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
が『
よ
も
ぎ
』だ
よ
。
三
月
の
餅
へ
入
れ
る
の
で『
餅も

ち

草く
さ

』と
も
い
う
ん
だ
。」

　

お
じ
い
さ
ん
の
話
は
続
き
ま
す
。

「
こ
の
辺
に
は
葦あ

し

が
い
っ
ぱ
い
茂
っ
て
い
て『
よ
し
き
り
』と
い
う
小
鳥
が
、
あ
ち
こ
ち
に
巣
を

か
け
て
い
た
も
の
だ
よ
。
こ
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
る
友
達
は
、
初
夏
に
な
る
と
、
よ
く『
よ

し
き
り
』の
卵
や
ひ
な
を
学
校
へ
持
っ
て
き
た
よ
。珍
し
い
の
で
み
ん
な
が
ほ
し
が
っ
た
な
ア
。」 

　

土
手
の
最
上
段
へ
登
っ
て
み
ま
し
た
。

「
あ
の
川
の
中
に
、
突
き
出
て
い
る
の
は
何
な
の
。」

「
あ
れ
は
沈
礁
さ
。
両
側
に
杭く

い

を
打
ち
、
竹
で
柵さ

く

を
作
っ
て
、
そ
の
間
へ
石
を
積
み
重
ね
て
あ

る
ん
だ
。」

「
な
ぜ
、
作
る
の
。」

「
川
の
流
れ
を
み
て
ご
ら
ん
。
流
れ
が
こ
ち
ら
の
土
手
近
く
ま
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら

土
手
を
守
る
た
め
な
の
さ
。
沈
礁
を
作
っ
て
お
く
と
、
川
上
か
ら
流
れ
て
き
た
砂
が
、
せ
き
止

め
ら
れ
る
。
そ
し
て
沈
礁
の
川
上
側
は
浅
く
な
っ
て
、
流
れ
が
ゆ
る
や
か
に
な
る
。
流
れ
る
水

で
土
手
が
削
ら
れ
る
心
配
が
な
く
な
る
わ
け
さ
。」

　

お
じ
い
さ
ん
は
一
息
つ
い
て
話
を
続
け
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
わ
け
で
沈
礁
の
上
手
は
浅
く
な
っ
て
い
る
ん
だ
。
お
じ
い
さ
ん
が
子
供
の
こ
ろ
は
、

友
達
と
さ
そ
い
合
っ
て
、
よ
く
入
っ
た
も
の
だ
。
胸
ま
で
水
に
つ
か
っ
て
、
下
を
見
る
と
、
す

き
と
お
っ
て
つ
ま
先
が
見
え
る
ん
だ
。
足
に
当
た
っ
た
水
で
、
足
の
下
の
砂
が
少
し
ず
つ
削
ら

れ
て
、
だ
ん
だ
ん
深
く
は
ま
っ
て
行
く
ん
だ
。
友
達
と
手
を
組
ん
で
立
っ
て
い
て
、
深
く
な
っ

て
き
た
な
と
思
う
と
、
一
、二
の
三
で
上
が
っ
て
、
別
の
所
で
遊
ん
だ
も
の
だ
っ
た
よ
。」

成
田
の
む
か
し
●

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
長
年
、
市
内
の
小
中
学
校
で
教
職
に
あ
っ
た
蛭
田
光
城
さ
ん
が
市
立
図
書
館
発
行
の「
成
田
の
む
か
し
」に
執
筆
し
た
成
田
の
昔

の
暮
ら
し
の
様
子
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

文　

蛭ひ
る

田た

光み
つ

城き

絵　

野
上
和
彦

利
根
川
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